
昨
年
、学
生
ら
が
村
を
訪
れ
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
体
験
型
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ご
縁
も

あ
り
、
こ
の
度
の
協
定
締
結
へ
と
至

り
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
川
上
村
と
人
間
環

境
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
資
源
を

有
効
に
活
用
し
、
環
境
保
全
や
地
域

活
性
化
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
相

互
に
連
携
・
協
力
し
、
自
然
環
境
と

伝
統
産
業
を
活
か
し
た
地
域
社
会
の

形
成
と
発
展
、
人
材
育
成
、
教
育
・

学
術
研
究
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
、
学
生
は

川
上
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
の
体

験
型
学
習
だ
け
で
な
く
課
題
解
決
型

学
習
の
実
施
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

村
の
解
決
す
べ
き
課
題
を
提
示
し
、

そ
の
解
決
策
を
検
討・提
案
し
ま
す
。

①
座
学
に
よ
る
事
前
学
習
…
村
の
取

り
組
み
や
課
題
の
説
明
を
行
い
、
川

上
村
を
知
り
ま
す
。

②
川
上
村
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
…
川
上
村
に
実
際
に
来
て
、

自
然
や
実
際
の
モ
ノ
・
ヒ
ト
と
出
会

い
、
村
民
と
の
交
流
を
通
じ
な
が
ら

川
上
村
を
学
び
ま
す
。

③
解
決
策
の
提
案
を
実
施
…
持
続
可

能
な
地
域
社
会
形
成
に
つ
な
が
る
解

決
策
の
提
案
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
、川
上
村
か
ら
栗
山
村
長
が
、

人
間
環
境
大
学
か
ら
牧
山
学
長
が
そ

れ
ぞ
れ
調
印
を
行
い
、
立
会
人
と
し

て
泉
谷
隆
夫
村
議
会
議
長
が
署
名
を

行
い
ま
し
た
。
牧
山
学
長
は
、「
川

上
村
と
言
え
ば
吉
野
林
業
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
観
点
か
ら
、
現
在
の
林
業
を
維

持
・
推
進
す
る
と
と
も
に
、
川
上
村

と
人
間
環
境
大
学
が
持
続
性
を
持
っ

た
形
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
学
生
が
実
際
に
川
上
村
を

訪
れ
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
今

年
８
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

自然及び水環境の保全に関すること
移住及び観光の促進に関すること
事業及び産業振興のためのＤＸ（デジタル変革）に関すること
物流のスマート化に関すること
そのほか、人材育成、教育・学術研究活動を含め、双方が必要と認める事項
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５
月
27
日
（
土
）、
川
上
村
役
場

に
て
、「
奈
良
県
川
上
村
と
人
間
環

境
大
学
と
の
協
働
連
携
に
関
す
る
協

定
」
に
か
か
る
協
定
書
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
人
間
環
境
大
学
は
、
愛
知
県
岡
崎

市
に
本
部
を
置
く
私
立
大
学
で
あ

り
、「
命
」「
心
」「
環
境
」
の
３
つ

の
テ
ー
マ
を
教
育
理
念
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
牧
山
助
友
学
長
が
川
上

村
の
ご
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

～ 主 な 連 携 ・ 協 力 事 項 ～

川上村と人間環境大学   川上村と人間環境大学   協働協働連携協定連携協定

吉野杉製の協定書に
調印をおこなう栗山村長と牧山学長

泉谷村議会議長　栗山村長　　牧山学長
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